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図１ 洗浄前後での模擬汚染の変化の様子 
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提案企業では、ガラスの洗浄用のアルカ

リ洗浄液をウルトラファインバブル（以下

UFB）やアルカリ電解水及びそれらの混合

液に代替することを検討しています。 

しかし、これらの洗浄液の洗浄効果の差

を客観的に比較することは困難でした。 

 

ました。○○○○○○

      

洗浄前後のガラスについて、走査型電子

顕微鏡での観察及び接触角測定により表面

状態を比較しました。 

 

 

 

 

 

 

M）による評価が適用できないか検討を 

 

 模擬汚染を、UFB、アルカリ電解水及び

それらの混合液で洗浄し、洗浄前後での模

擬汚染の変化を観察しました。 

 

 

 

接触角測定により、異なる洗浄手法間の

表面汚染の程度を比較することは難しいこ

とがわかりました。 

模擬汚染の洗浄前後での比較より、実験

したいずれの洗浄液も模擬汚染に対して洗

浄効果を持つことがわかりました。 

また、これらの洗浄液の洗浄効果には大

きな差はないことがわかりました。 
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